
2026.03
No.19

ISSN　2435-8223

《第６回県史編さんだより》》
・【特集】江北図書館での県史連続講座 ………………………………………P.2～3
・【事務局だより】令和７年度編集会議の概要 …………………………………P.4
・【事務局だより】第２回県史講演会を開催 …………………………………P.5
・【事務局だより】｢自分だけの誕生日新聞をつくってみよう！」実施報告 ……P.5
・【資料紹介⑲】軍人援護会滋賀県支部関連資料 ……………………………P.6
・【資料紹介⑳】悠紀斎田関係文書 ……………………………………………P.7
・催し物案内／利用案内／アクセス …………………………………………P.8

︵
絵
葉
書
︶
滋
賀
県
管
内
全
図
﹁
悠
紀
斎
田
記
念
﹂
悠
紀
斎
田
奉
賛
会
︻
昭
た
450
︵
16
︶
︼ 



令和８年（2026）3月

　
当
館
で
は
、
令
和
七
年
度
︵
二
〇
二
五
年
度
︶
に
、
公
益
財

団
法
人
江
北
図
書
館
と
連
携
し
て
、
県
史
連
続
講
座
﹁
地
域
資

料
で
た
ど
る
湖
北
の
近
代
﹂
を
、
同
館
を
会
場
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
そ
の
企
画
内
容
を
ご
報
告
し
ま
す
。

江
北
図
書
館
の
概
要

　
江
北
図
書
館
は
、
長
浜
市
木
之
本
町
に
あ
る
私
立
図
書
館
で

す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
伊
香
郡
余
呉
村
︵
現
在
の
長
浜
市
余

呉
町
︶
出
身
の
弁
護
士
で
あ
る
杉
野
文
弥
が
、
明
治
三
五
年

︵
一
九
〇
二
年
︶
に
設
置
し
た
杉
野
文
庫
を
前
身
と
し
て
明
治

三
九
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
以
降
、
一
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
地
域
に
根
差
し
た
図
書
館
と
し
て
、
住
民
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
運
営
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
江
北
図
書
館
の
特
色
と
し
て
、
貴
重
な
地
域
資
料
を
多
数
所

蔵
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
の
一
つ
が

﹁
伊
香
郡
役
所
文
書
﹂
で
す
。
現
在
の
長
浜
市
北
部
に
該
当
す

る
伊
香
郡
に
は
、
明
治
・
大
正
時
代
に
伊
香
郡
役
所
と
い
う
行

政
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
郡
役
所
で
保
管
さ
れ

て
い
た
公
文
書
が
、
大
正
一
二
年
︵
一
九
二
三
年
︶
の
郡
制
廃

止
後
、
江
北
図
書
館
に
移
さ
れ
て
﹁
伊
香
郡
役
所
文
書
﹂
と
し

て
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
全
国
的
に
郡
役
所
の
公
文
書
は
、

散
逸
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
体
系
的
に
残
存
し

て
い
る
﹁
伊
香
郡
役
所
文
書
﹂
は
大
変
稀
有
な
資
料
群
で
す
。

　
さ
ら
に
、
明
治
時
代
に
発
足
し
て
以
来
、
長
年
に
わ
た
っ
て

伊
香
郡
の
罹
災
者
救
済
・
救
貧
事
業
を
担
っ
て
き
た
伊
香
相
救

社
に
関
す
る
﹁
伊
香
相
救
社
文
書
﹂、
伊
香
郡
の
郷
土
誌
で
あ

る
﹃
近
江
伊
香
郡
志
﹄
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
収
集
さ
れ
た
資

料
で
あ
る
﹁﹃
伊
香
郡
志
﹄
関
係
資
料
﹂、
地
域
の
金
融
を
担
っ

た
江
北
銀
行
に
関
す
る
﹁
江
北
銀
行
文
書
﹂
、
そ
の
ほ
か
伊
香

郡
内
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
村
を
網
羅
し
た
明
治
時
代
の
絵
地
図
や
、

多
数
の
和
装
本
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
書

群
や
絵
図
・
図
書
等
は
、
地
域
の
様
々
な
情
報
を
現
在
に
伝
え

る
非
常
に
貴
重
な
知
的
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
画
の
趣
旨

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
地
域
資
料
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
し
、

か
つ
幅
広
い
形
で
利
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
存
在
と

価
値
が
広
く
社
会
に
周
知
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

特
に
地
域
に
根
差
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
江
北
図
書
館
に
と
っ

て
、
住
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ま
で

も
同
館
は
、
研
究
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
情
報
紙
の
発
行

な
ど
様
々
な
形
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
県
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
て
い
る
当
館
は
、
県
史
の

材
料
と
な
る
県
内
外
に
所
在
す
る
資
料
の
調
査
と
保
全
も
使
命

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
史
編
さ
ん
に
県
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、
ご
参
加
を
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
編
さ
ん
事
業

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
発
信
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
度
、
江
北
図
書
館
か
ら
の
依
頼
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
地
域
の
住
民
の
皆
様
に
、
①
湖
北
の
地
域
資
料
を
将

来
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
の
意
義
を
伝
え
、②
県
史
編
さ

ん
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

県
史
連
続
講
座
﹁
地
域
資
料
で
た
ど
る
湖
北
の
近
代
﹂
を
三
回

に
わ
た
っ
て
開
講
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
一
回
講
座
は
、
江
北
図
書
館
の
企
画
展
﹁
共
助
の

仕
組
み
事
始
め
﹂
︵
会
期
　
六
月
一
四
日
〜
七
月
二
一
日
︶
の

関
連
企
画
、
同
じ
く
第
二
回
講
座
は
、
企
画
展
﹁
伊
香
郡
の
資

料
で
た
ど
る
養
蚕
改
良
技
術
の
歩
み
﹂
︵
会
期
　
九
月
六
日
〜

一
〇
月
一
三
日
︶
の
関
連
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
講
座
「
伊
香
相
救
社
の
福
祉
」

　
第
一
回
講
座
は
、
六
月
二
九
日
︵
日
︶
に
﹁
伊
香
相
救
社
の

福
祉
﹂
と
題
し
て
、
県
史
編
さ
ん
事
務
局
の
大
月
英
雄
主
査
が

担
当
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
江
北
図
書
館
所
蔵
の
﹁
伊
香
相
救
社
文
書
﹂
を

使
用
し
て
、
伊
香
相
救
社
の
活
動
実
態
を
詳
し
く
報
告
し
ま
し

た
。
伊
香
相
救
社
は
、
窮
民
救
済
や
水
害
・
火
災
等
の
罹
災
者

救
済
を
事
業
内
容
と
し
た
結
社
で
、
明
治
一
四
年
に
当
時
の
伊

香
・
西
浅
井
郡
長
で
あ
っ
た
小
山
政
徳
が
主
導
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
両
郡
あ
わ
せ
て
、
住
民
の
約
九
割
が
参
加
し
た
同
社

の
活
動
を
跡
付
け
る
こ
と
で
、
明
治
時
代
に
お
け
る
福
祉
の
あ

り
よ
う
と
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
紹
介
し
ま
し
た
。

【
特
集
】 

江
北
図
書
館
で
の
県
史
連
続
講
座

江北図書館外観

こ  

ほ
く

：

：
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ま
た
、
江
北
図
書
館
に
よ
る
企
画
展
で
は
、
﹁
伊
香
相
救
社

文
書
﹂
の
な
か
か
ら
、
創
立
願
書
や
沿
革
誌
な
ど
主
要
な
も
の

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
講
座
の
内
容
を
実
際
の
資
料
を
み
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
回
講
座
「
布
施
家
文
書
と
湖
北
の
養
蚕
」

　
第
二
回
講
座
は
、
九
月
一
四
日
︵
日
︶
に
﹁
布
施
家
文
書
と

湖
北
の
養
蚕
﹂
と
題
し
て
、
県
史
編
さ
ん
員
の
堀
が
担
当
し
ま

し
た
。

　
講
座
で
は
、
当
館
が
令
和
六
年
度
か
ら
七
年
度
に
か
け
て
調

査
を
行
っ
た
長
浜
市
高
月
町
の
﹁
唐
川
布
施
家
文
書
﹂
を
中
心

に
、
江
北
図
書
館
と
当
館
が
所
蔵
す
る
資
料
も
使
用
し
て
、
明

治
時
代
に
お
け
る
湖
北
地
域
の
養
蚕
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
近
世
以
来
、
湖
北
の
各
郡
は
養
蚕
業
が
盛
ん
な
地
域
で
し

た
が
、
明
治
時
代
に
な
る
と
品
質
の
改
良
や
生
産
の
増
加
を
目

指
し
て
技
術
改
良
が
模
索
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
養
蚕
振

興
事
業
の
実
態
を
、
伊
香
郡
の
名
望
家
で
あ
る
布
施
孫
一
郎
を

中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
江
北
図
書
館
に
よ
る
企
画
展
に
お
い
て
、
今
回
は
当
館

か
ら
も
出
張
展
示
と
し
て
、
資
料
の
パ
ネ
ル
︵
﹁
唐
川
布
施
家

文
書
﹂
の
資
料
と
当
館
所
蔵
の
県
歴
史
公
文
書
の
画
像
お
よ
び

解
説
文
︶
を
出
陳
し
ま
し
た
。
公
文
書
だ
け
で
な
く
様
々
な
民

間
所
在
の
資
料
の
存
在
を
ご
紹
介
す
る
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

第
三
回
講
座
「
歴
史
公
文
書
が
語
る
湖
北
の
近
代
」

　
第
三
回
講
座
は
、
一
二
月
七
日
︵
日
︶
に
、
第
一
部
﹁
伊
香

農
学
校
の
は
じ
ま
り
―
伊
香
郡
役
所
文
書
と
県
歴
史
公
文
書

か
ら
た
ど
る
―
﹂
︵
担
当 

堀
︶
、
第
二
部
﹁
廃
棄
さ
れ
な
か
っ
た

戦
争
資
料 

―
﹁
金
属
回
収
除
外
申
請
﹂
を
中
心
に
―
﹂

︵
担
当 

大
月
︶
の
二
部
構
成
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
江
北
図
書
館
所
蔵
の
﹁
伊
香
郡
役
所
文
書
﹂
と

当
館
が
所
蔵
す
る
県
歴
史
公
文
書
を
主
に
使
用
し
て
、
伊
香
農

業
補
習
学
校
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
同
校
は
、
現
在
の
県

立
伊
香
高
等
学
校
の
前
身
に
あ
た
る
学
校
で
す
。
明
治
時
代
の

伊
香
郡
の
住
民
が
、
ど
の
よ
う
な
期
待
を
抱
い
て
学
校
を
創
っ

た
の
か
、
当
時
は
ど
の
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
紹

介
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
﹃
金
属
回
収
除
外
申
請
﹄
と

い
う
戦
争
資
料
を
中
心
に
、
戦
争
と
公
文
書
の
歴
史
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
直
後
に
は
、

多
数
の
公
文
書
が
廃
棄
処
分
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
湖

北
地
域
も
ふ
く
め
た
お
寺
の
鐘
な
ど
の
金
属
回
収
に
関
す
る
資

料
が
残
り
ま
し
た
。
な
ぜ
本
資
料
が
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
、
記
録
抹
消
に
抗
っ
た
あ
る
県
技
師
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

講
座
全
体
を
振
り
返
っ
て

　
講
座
は
各
回
と
も
、
湖
北
地
域
の
住
民
や
学
校
の
教
員
を
中

心
に
、
ほ
ぼ
定
員
の
三
〇
名
に
達
す
る
参
加
者
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
資
料
を
通
し

て
見
え
て
く
る
地
域
の
新
た
な
側
面
や
、
当
時
の
人
々
が
ど
の

よ
う
な
気
持
ち
を
抱
い
て
資
料
を
残
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
た
と
え
ば
養
蚕
業
に
関
わ
っ
て
、
﹁
昔
は
製
糸
工
場

が
立
ち
並
ぶ
景
観
が
広
が
っ
て
い
た
﹂
と
い
っ
た
地
域
に
住
ん

で
い
る
方
な
ら
で
は
の
お
話
し
を
聞
く
こ
と
も
で
き
て
、
講
座

を
企
画
し
た
側
も
参
加
者
の
皆
様
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
当
館
で
は
、
今
後
も
江
北
図
書
館
と
連
携
し
て
、
こ
の
よ
う
な

企
画
を
開
催
し
て
い
く
方
針
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
積
極

的
に
県
史
編
さ
ん
事
業
の
成
果
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

︵
堀 

雄
高
︶

：

第１回講座の案内チラシ

第２回講座の関連展示の様子



令和８年（2026）3月

　
令
和
七
年
︵
二
〇
二
五
年
︶
度
は
、
全
五
回
の
編
集
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
主
な
内
容
で
す
。

１ 

タ
イ
ト
ル
の
検
討

　
県
史
の
タ
イ
ト
ル
を
検
討
す
る
た
め
、
他
府
県
や
過
去
の
県

史
、
民
間
刊
行
物
等
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、①
こ

れ
ま
で
の
県
史
と
の
混
同
を
避
け
る
、②
対
象
と
す
る
時
期
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
、③
県
が
編
さ
ん
し
た
刊
行
物
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
、
の
三
点
に
留
意
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
々
事
務
局
で
は
、①
②
を
重
視
し
て
﹁
滋
賀
県
の
一
五
〇
年

の
あ
ゆ
み
﹂
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
﹁
民

間
刊
行
物
で
同
様
の
名
称
の
も
の
が
あ
る
﹂﹁
一
次
資
料
に
基
づ

き
し
っ
か
り
と
し
た
県
史
を
作
る
の
だ
か
ら
、
滋
賀
県
史
と
い

う
名
称
は
必
要
﹂
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、③
の
視

点
を
追
加
し
て
再
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
界
の
代
表
者
等
が
集
ま
る
﹁
県
史
編
さ
ん
会
議
﹂

で
も
議
論
を
行
い
、
全
巻
通
じ
た
タ
イ
ト
ル
を
﹁
新
修 

滋
賀
県

史
﹂
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
最
初
の
巻
︵
令
和
八
年
度
刊
行

予
定
︶
は
﹁
新
修 

滋
賀
県
史 

第
五
巻 

―
資
料
編
１ 

一
八
六
八
年
〜

一
九
四
五
年
― 

﹂
と
な
る
予
定
で
す
。

２ 

「
資
料
編
１
」
掲
載
資
料
の
決
定

　
令
和
八
年
度
に
刊
行
予
定
の
﹁
資
料
編
１
﹂︵
一
八
六
八
年
〜

一
九
四
五
年
︶
掲
載
資
料
案
に
つ
い
て
、
各
部
会
か
ら
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
取
り
上
げ
る
資
料
の
妥
当
性
や
他
部
会
と
の
重
複

の
有
無
、
綱
文
︵
事
件
等
の
概
要
を
表
す
文
章
︶・
注
の
記
載
方

法
な
ど
を
検
討
し
、
冊
子
全
体
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の

際
、
県
史
全
体
の
基
調
と
し
て
、﹁
公
共
性
﹂
を
柱
と
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
女
性
・
子
ど
も
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

こ
と
や
、
社
会
運
動
は
保
守
的
な
も
の
も
含
め
て
取
り
上
げ
る

こ
と
、
植
民
地
と
の
関
わ
り
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
の
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
原
稿
は
一
〇
月
末
に
提
出
さ
れ
、
部
会
長
の
確
認
を
経

た
後
、
一
月
か
ら
事
務
局
で
資
料
の
翻
刻
や
校
正
・
編
集
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

３ 

「
資
料
編
２
」
仮
目
次
案
の
作
成

　
令
和
一
〇
年
度
の
﹁
資
料
編
２
﹂︵
一
九
四
五
年
〜
二
〇
二
二

年
︶
の
刊
行
に
向
け
て
、
仮
目
次
案
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

三
回
に
わ
た
っ
て
、
各
部
会
長
が
担
当
分
野
に
関
す
る
時
期
区

分
と
扱
う
項
目
に
関
す
る
報
告
を
行
い
、
県
史
全
体
の
仮
目
次

を
検
討
し
ま
し
た
。﹁
資
料
編
１
﹂
と
同
様
に
、
一
般
的
な
通
史

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
本
県
に
即
し
た
時
期
区
分

で
あ
る
と
い
う
点
を
重
視
し
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
戦
後
の
滋
賀
県
で
は
、
武
村
正
義
知
事
の
下
で

進
め
ら
れ
た
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
の
影
響
が
極
め
て
大
き
く
、

武
村
知
事
が
当
選
し
た
一
九
七
四
年
を
大
き
な
節
目
に
置
い
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
知
事
の
任
期
と
社
会
全
体
の
変
化
の
時

期
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
ま
し
た
。

　
令
和
八
年
度
は
、
い
よ
い
よ
﹁
資
料
編
１
﹂
が
刊
行
さ
れ
る

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　 

︵
大
月 

英
雄
︶

水
谷 

光
希

【
事
務
局
だ
よ
り
】 

令
和
七
年
度
編
集
会
議
の
概
要

回 日　時 主　な　議　題

1 2025. 5. 18

(1) 「資料編１」掲載資料案について（政治・行政、環境・琵琶湖）

(2) 県史資料編のタイトルについて

(3) 県史の基調について

2 2025. 7. 6 (1) 「資料編１」 掲載資料案について（産業・経済、教育・文化・民俗）

3 2025. 9. 23

(1) 「資料編１」掲載資料案について（社会・福祉）

(2) 「資料編２」仮目次案について（政治・行政）

(3) 「資料編１」刊行記念シンポジウムの開催について

4 2025. 12. 14
(1) 「資料編２」仮目次案について（産業・経済、環境・琵琶湖）

(2) 聞き取り調査の対象者について

5 2026. 2. 23
(1) 「資料編１」編集の進捗状況について

(2) 「資料編２」仮目次案について（教育・文化・民俗、社会・福祉）

令和 7年度編集会議一覧



滋賀のアーカイブズ　第19号

　
令
和
七
年
︵
二
〇
二
五
年
︶
一
一
月
七
日
、
コ
ラ
ボ
し
が
︵
大

津
市
︶
で
第
二
回
県
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会

は
、
県
史
編
さ
ん
に
関
す
る
日
頃
の
調
査
研
究
の
成
果
を
、
一
般
の

皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。
二
回
目
と
な
る

今
年
度
は
、
香
川
雄
一
氏
︵
滋
賀
県
立
大
学
教
授
︶
に
、
﹁
近
代
の

滋
賀
県
に
お
け
る
環
境
問
題
―
琵
琶
湖
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し
と

産
業
の
歴
史
―
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
高
度
成
長
期
の
赤
潮
問
題
で
有
名
に
な
っ
た
琵
琶

湖
の
環
境
問
題
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
滋
賀

県
庁
文
書
な
ど
を
も
と
に
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。
県
内
外
か
ら
約
七
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
﹁
な
か
な
か
知

る
機
会
の
な
か
っ
た
戦
前
の
滋
賀
県
の
公
害
問
題
に
つ
い
て
、

実
デ
ー
タ
も
交
え
て
紹
介
い
た
だ
き
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で

す
﹂
な
ど
、
長
期
的
な
視
野
か
ら
環
境
問
題
を
と
ら
え
る
報
告

が
大
変
好
評
で
し
た
。

　
令
和
七
年
︵
二
〇
二
五
年
︶
八
月
八
日
お
よ
び
一
八
日
に
、

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
﹁
自
分
だ
け

の
誕
生
日
新
聞
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。

二
日
間
で
、
合
計
一
八
組
︵
子
ど
も
二
五
名
、
保
護
者
二
一
名
︶

の
皆
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企
画
趣
旨

　
本
企
画
は
、
新
聞
と
い
う
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
を
題
材
に
し
た

体
験
学
習
で
す
。
当
館
で
は
、
講
演
会
・
講
習
会
等
を
通
じ
た

情
報
提
供
も
重
要
な
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
令
和

五
年
三
月
か
ら
新
た
な
県
史
編
さ
ん
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

こ
と
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た

子
ど
も
世
代
へ
の
情
報
発
信
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
公
文
書
館
や
県
の
歴
史
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
自
分
の
生
ま
れ
た
日
の

新
聞
を
読
み
、
そ
の
中
か
ら
関
心
の
あ
る
記
事
を
選
び
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
誕
生
日
新
聞
を
作
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
新

聞
の
構
造
や
役
割
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
価

値
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

当
日
の
様
子

　
当
日
は
、
始
ま
る
前
か
ら
席
に
置
か
れ
た
新
聞
が
気
に
な
る

子
ど
も
た
ち
。
紫
香
楽
宮
の
遺
跡
発
見
と
い
っ
た
滋
賀
の
ニ
ュ
ー

ス
や
、
生
ま
れ
た
日
の
天
気
、
ス
ポ
ー
ツ
の
記
事
な
ど
、
興
味
は

様
々
で
す
。
広
告
や
テ
レ
ビ
欄
も
子
ど
も
た
ち
に
は
新
鮮
だ
っ
た

よ
う
で
、
﹁
は
じ
め
て
テ
レ
ビ
欄
を
見
た
！
﹂
と
い
う
子
も
い
ま

し
た
。
保
護
者
か
ら
当
時
の
思
い
出
も
聞
き
な
が
ら
、
記
事
を
ハ

サ
ミ
で
切
っ
た
り
、
四
コ
マ
漫
画
を
描
い
た
り
、
京
都
新
聞
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
※

で
記
事
の
続
報
を
調
べ
て
書
き
込
ん
だ
り
、
お
も
い

お
も
い
に
自
分
だ
け
の
新
聞
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
本
企
画
は
、
公
文
書
館
の
設
置
条
例
に
掲
げ
ら
れ
た
﹁
講
演

会
、
講
習
会
等
の
開
催
そ
の
他
の
情
報
提
供
﹂
と
い
う
業
務
を
、

子
ど
も
世
代
向
け
に
展
開
し
た
試
み
で
す
。
参
加
者
の
反
応
か

ら
、
新
聞
と
い
う
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
は
公
文
書
館
や
県
の
歴
史
に
自
然
に
関
心
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
県
史
編
さ
ん
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
県

民
に
と
っ
て
身
近
で
利
用
し
や
す
い
公
文
書
館
を
目
指
し
て
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　   

︵
岡
本 

和
己
︶

当日の様子（それぞれに新聞を作成中）

【
事
務
局
だ
よ
り
】 

第
二
回
県
史
講
演
会
を
開
催

【
事
務
局
だ
よ
り
】 

「
自
分
だ
け
の
誕
生
日
新
聞
を

　
　
　
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
」
実
施
報
告

講演中の香川雄一氏

※当館が県史編さん事業のため契約している

　「京都新聞データベース」を利用したイベント

　です。当館では「京都新聞データベース」の

　一般向け閲覧サービスは行っていません。



　
昨
年
︵
二
〇
二
五
年
︶
は
戦
後
八
〇
年
の
節
目
の
年
と
さ
れ
、

様
々
な
行
事
や
報
道
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
館
は
戦
時
中
の
資

料
も
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
恩
賜
財
団
軍
人
援
護

会
滋
賀
県
支
部
に
関
す
る
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
︵
以
下
、
軍
人
援
護
会
︶
は
、
戦
時

下
の
社
会
に
お
い
て
、
福
祉
に
相
当
す
る
面
で
活
動
を
展
開
し

ま
す
。
滋
賀
県
の
障
が
い
児
施
設
・
近
江
学
園
の
前
身
と
な
る

学
園
の
経
営
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
軍
人
援
護
会
は
、
一
九
三
八
年
︵
昭
和
一
三
年
︶
一
〇
月
に

発
せ
ら
れ
た
﹁
軍
人
援
護
ニ
関
ス
ル
勅
語
﹂
を
受
け
、
政
府
主

導
で
発
足
し
ま
し
た
。
滋
賀
県
で
は
、
翌
一
九
三
九
年
一
月
の

市
町
村
長
会
議
に
お
い
て
、
軍
人
援
護
会
滋
賀
県
支
部
設
立
の

旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
の
資
料
と
し
て
、
﹁
恩
賜
財
団

軍
人
援
護
会
滋
賀
県
支
部
設
立
に
関
す
る
件
﹂
︻
昭
こ
346
︵
１
︶
︼

等
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
﹁
銃
後
後
援
ノ
完
璧
ヲ

期
﹂
す
た
め
軍
人
援
護
会
を
組
織
し
、
県
も
﹁
政
府
ノ
方
針
ニ

従
﹂
っ
て
支
部
を
設
立
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　
一
九
四
〇
年
︵
昭
和
一
五
年
︶
五
月
、
軍
人
援
護
会
の
総
裁

で
あ
る
朝
香
宮
が
視
察
の
た
め
滋
賀
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
の
記
録
の
中
に
、
軍
人
援
護
会
滋
賀
県
支
部
に
関
す
る
も
の

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
﹁
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
滋
賀
県
支
部

事
業
概
要
﹂
︻
昭
か
24
︵
10
︶
︼
に
は
、
支
部
の
活
動
内
容
や

予
算
等
が
、
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
を
た
ど
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
軍
人
援
護
会
滋
賀
県
支
部
は
帝
国
軍
人
後
援
会
滋
賀

支
会
と
志
那
事
変
出
動
軍
人
遺
家
族
後
援
会
を
統
合
し
て
組
織

さ
れ
、
一
七
万
円
程
度
の
資
産
を
引
き
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
県
民
か
ら
、
合
計
約
五
二
万
六
〇
〇
〇
円
の
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
附
状
況
は
金
額
別
に
示
さ
れ
、
一
〇
〇

〇
円
未
満
の
寄
附
が
四
四
人
で
人
数
と
し
て
は
最
多
で
す
が
、

一
万
円
以
上
五
万
円
未
満
も
二
八
人
で
、
大
口
の
寄
附
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
続
い
て
、
活
動
内
容
を
見
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
生
活
援
護

と
し
て
、
軍
事
扶
助
法
適
用
外
と
な
る
者
へ
の
生
活
費
援
助
を

行
い
ま
し
た
。
遺
家
族
や
傷
痍
軍
人
等
、
計
七
三
六
戸
に
対
し
、

総
額
六
万
円
弱
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
埋
葬
援
護

費
、
歳
末
・
中
元
の
見
舞
金
で
あ
る
一
時
援
護
費
、
臨
時
援
護

費
、
医
療
費
、
助
産
費
、
育
英
費
等
の
支
給
も
行
っ
て
い
ま
す
。

無
医
村
家
庭
へ
の
常
備
薬
の
配
置
や
乳
幼
児
の
栄
養
補
給
︵
家

庭
保
護
保
育
費
︶
、
療
養
を
要
す
る
除
役
者
へ
の
日
用
品
雑
費

や
入
院
見
舞
金
の
支
給
︵
療
養
援
護
費
︶
、
応
召
の
た
め
生
活

困
難
に
な
っ
た
者
に
対
す
る
、
生
業
に
必
要
な
器
具
・
機
械
・

資
料
ま
た
は
そ
の
購
入
費
の
支
給
︵
生
業
援
護
費
︶
等
の
支
援

も
あ
り
ま
し
た
。
授
産
施
設
の
開
設
や
就
職
支
援
、
身
上
相
談

と
し
て
、
軍
人
や
遺
家
族
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
銃
後
後
援
思
想
の
普
及
も
支
部
の
役
割

で
、
遺
家
族
懇
談
会
や
後
援
思
想
普
及
の
た
め
の
映
画
や
講
演

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
身
上
相
談
に
つ
い
て
は
相
談
事
項
別
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
結

果
︵
解
決
／
解
決
不
能
／
未
解
決
︶
も
示
し
て
い
ま
す
。
最
も

多
い
相
談
は
﹁
生
業
資
金
ニ
関
ス
ル
事
項
﹂
︵
九
五
件
︶
、
次

い
で
﹁
生
活
援
護
ニ
関
ス
ル
事
項
﹂
︵
七
八
件
︶
と
、
や
は
り

生
活
の
保
障
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
合
計
一
〇
九
三
件
の
相
談
を
引
き
受
け
た
結
果
は
、
解
決
不

能
は
な
し
、
未
解
決
は
わ
ず
か
五
件
で
、
あ
と
は
全
て
解
決
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
が
ど
れ
ほ
ど
実
態
を
表
し
て
い
る

の
か
は
、
公
文
書
以
外
の
記
録
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
概
要
書
か
ら
は
、
予
算
額
と
そ
の
内
訳
も
確
認
で
き
ま

す
。
一
九
四
〇
年
度
に
お
い
て
は
、
事
業
予
算
の
総
額
が
三
八

万
七
九
〇
〇
円
、
そ
の
う
ち
生
業
援
護
費
が
八
万
二
五
〇
〇
円

で
最
も
多
く
、
次
い
で
母
子
寮
の
建
設
費
と
し
て
七
万
円
、
生
活

援
護
費
が
六
万
三
〇
〇
〇
円
と
続
い
て
い
ま
す
。
新
事
業
で
あ
る

母
子
寮
は
、
生
活
困
難
な
戦
没
者
遺
族
の
母
子
を
入
所
さ
せ
、

教
養
・
保
育
・
職
業
補
導
に
よ
り
、
﹁
生
活
援
護
ノ
万
全
﹂
を

な
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
軍
人
援
護
会
滋
賀
県
支
部
に
関
す
る
資
料
は
、
地
方
長
官
会

議
や
皇
族
来
県
時
の
記
録
等
、
複
数
の
資
料
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
に
は
、
軍
人
援
護
会
以
外
に
よ
る
、
軍
人
援
護
事

業
や
銃
後
の
活
動
に
関
す
る
情
報
も
あ
り
、
他
組
織
と
軍
人
援

護
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︵
西
脇 

彩
央
︶

令和８年（2026）3月

【
資
料
紹
介
⑲
】 

軍
人
援
護
会 

滋
賀
県
支
部
関
連
資
料

「恩賜財団軍人援護会滋賀県支部

事業概要 」 【昭和か 24（10）】
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一
九
二
八
年
︵
昭
和
三
年
︶
一
一
月
、
昭
和
天
皇
の
即
位
儀

礼
で
あ
る
即
位
礼
と
大
嘗
祭
︵
あ
わ
せ
て
﹁
大
礼
﹂
と
い
い
ま

す
︶
が
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
嘗
祭
で
用
い
ら
れ
る

米
を
栽
培
、
収
穫
す
る
二
か
所
の
水
田
を
悠
紀
斎
田
、
主
基
斎

田
と
よ
び
、
昭
和
の
大
嘗
祭
で
は
滋
賀
県
が
悠
紀
斎
田
を
出

す
県
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
県
は
、
野
洲
郡
三
上
村
︵
現
、

野
洲
市
三
上
︶
に
悠
紀
斎
田
を
選
定
し
、
御
田
植
祭
、
抜
穂

式
と
い
っ
た
田
植
え
と
収
穫
と
に
お
け
る
儀
式
を
主
催
し
た
ほ

か
、
県
下
の
様
々
な
団
体
が
記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
当
館
の
県
史
企
画
展
﹁
新
聞
記
事
か
ら
み
え
た

百
年
前
の
湖
国
﹂
に
お
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。
本
欄
で
は
、

こ
の
悠
紀
斎
田
に
関
係
す
る
公
文
書
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
悠
紀
斎
田
関
係
に
つ
い
て

　
悠
紀
斎
田
の
選
定
か
ら
、
御
田
植
祭
、
抜
穂
祭
の
挙
行
に
至

る
ま
で
の
文
書
は
、
︻
昭
た
447
︼
か
ら
︻
昭
た
454
︼
ま
で
の
簿

冊
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
祭
式
の
準
備
や
挙
行

当
日
に
お
け
る
県
官
員
の
事
務
分
担
や
打
ち
合
わ
せ
事
項
、
各

祭
式
へ
の
来
賓
案
内
の
ほ
か
、
悠
紀
斎
田
の
耕
作
等
に
用
い
ら

れ
る
農
機
具
類
や
京
都
で
の
大
礼
に
供
え
ら
れ
る
県
下
の
特
産

物
の
採
用
願
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
悠
紀
斎
田
の
耕
作
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

農
具
や
肥
料
の
採
用
に
つ
い
て
の
簿
冊
﹃
斎
田
関
係
書
類
農
具

用
具
﹄
︻
昭
た
453
︼
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
滋
賀
県
に
は
、
悠
紀

斎
田
の
耕
作
に
使
用
さ
れ
れ
ば
光
栄
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
採

【
資
料
紹
介
⑳
】 

悠
紀
斎
田
関
係
文
書

米作増収競技会の褒賞授与申請
【昭た 537（1）】

肥料献納採用願
【昭た 453（57-6）】

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

ゆ  

き  

さ
い
で
ん

す  

き  

さ
い

で
ん

用
願
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
種
々
の
肥
料
の
採
用
願
を
は
じ
め

と
し
た
滋
賀
県
内
の
個
人
・
会
社
に
よ
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
福
岡
県
の
鋳
造
所
が
犂
を
、
大
阪
府
の
製
油
所
が
菜
種

油
粕
の
採
用
を
願
い
出
る
な
ど
、
県
外
か
ら
の
採
用
願
も
あ
り

ま
し
た
。
斎
田
の
農
業
経
営
は
近
隣
他
府
県
の
農
村
の
模
範
と

な
る
べ
く
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
採
用
さ
れ
た
農
機
具
や
肥
料
も
、

そ
の
模
範
的
な
経
営
を
支
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

②
大
礼
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
大
礼
に
あ
た
っ
て
県
下
の
各
郡
市
で
行
わ
れ
た
記
念
事
業
や

奉
祝
行
事
に
関
す
る
文
書
は
、
各
事
業
の
性
質
に
対
応
す
る
簿

冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
﹃
共
進

会
及
品
評
会
﹄
︻
昭
た
537
︼
に
は
、
滋
賀
県
農
会
に
よ
る
米
作

増
収
競
技
会
に
つ
い
て
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
県
下
の
米
作
の
改
良
増
収
を
図
る
目
的
で
、
一
九
一
九
年

︵
大
正
八
年
︶
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
開
催
し
て
い
た
米
作
増

収
競
技
会
を
、
﹁
御
大
典
記
念
﹂
と
銘
打
っ
て
再
開
し
た
も
の

で
、
優
等
を
取
っ
た
者
に
対
す
る
褒
章
授
与
を
一
九
二
九
年

︵
昭
和
四
年
︶
三
月
九
日
付
で
、
県
農
会
長
が
県
に
申
請
し
て

い
ま
す
。
︵
編
次
1
︶
。
こ
の
米
作
増
収
競
技
会
は
、
一
九
三

〇
年
一
二
月
九
日
付
で
第
三
回
に
つ
い
て
の
褒
賞
授
与
申
請
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
確
認
で
き
ま
す
︵
編
次
35
︶
。

　
ま
た
、
﹃
副
業
﹄
︻
昭
た
484
︼
に
、
県
主
催
に
よ
る
藁
細
工

競
技
会
に
関
す
る
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
農

家
の
冬
季
農
閑
期
に
お
け
る
副
業
奨
励
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

悠
紀
斎
田
を
出
す
地
方
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
﹁
悠
紀

斎
田
記
念
藁
細
工
競
技
会
﹂
と
い
う
名
で
、
一
九
二
九
年
三
月

一
〇
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
は
製
縄
と
製
莚
の
二
種
目

が
行
わ
れ
、
審
査
に
あ
た
っ
て
は
県
や
県
農
会
、
各
郡
農
会
の

技
師
・
技
手
等
が
審
査
員
と
な
っ
た
ほ
か
、
農
林
省
か
ら
審
査

員
長
と
な
る
技
師
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
︵
編
次
17
︶
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
館
で
は
悠
紀
斎
田
に
関
す
る
文
書
を
多
数

所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
の
来
館
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

︵
藤
澤 

聖
哉
︶

【
参
考
文
献
】

川
原
吉
貴
﹁
昭
和
大
礼
・
悠
紀
斎
田
御
田
植
祭
﹂
﹃
歴
史
研
究
﹄
第
七
三

　
五
号
、
二
〇
二
五
年
。
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︻
企
画
展
示
︼

「
新
聞
記
事
か
ら
み
え
た
百
年
前
の
湖
国
」

会
期
：
2
月
24
日（
火
）〜
5
月
21
日（
木
）

時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
館
）

会
場
：
県
立
公
文
書
館
閲
覧
室

　
県
史
編
さ
ん
事
業
で
調
査
収
集
中
の
新
聞
記
事
を

中
心
に
、
政
党
政
治
や
悠
紀
斎
田
、
琵
琶
湖
観
光
、

水
産
業
、
児
童
福
祉
の
テ
ー
マ
で
、
昭
和
戦
前
期
の

湖
国
を
紹
介
し
ま
す
。
［
見
学
無
料
］

【
利
用
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
休
館
日
】
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
　
　
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

︻
閲
覧
方
法
︼

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
資
料
検
索
」
か
ら
、
閲
覧
し
た
い

　
資
料
を
検
索
し
ま
す
。

②
利
用
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
し
が
ネ
ッ
ト

　
受
付
サ
ー
ビ
ス
（
本
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
、

　
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
ま
す
。

＊
利
用
制
限
情
報
の
審
査
を
行
い
、
申
請
後
三
〇
日
以
内

　
に
利
用
決
定
を
行
い
ま
す
（
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

　
り
審
査
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　
準
備
が
で
き
次
第
、
利
用
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

③
事
前
に
閲
覧
日
を
連
絡
の
上
、
右
決
定
通
知
書
を
持
っ

　
て
御
来
室
く
だ
さ
い
。

※
目
録
の
利
用
区
分
が
「
公
開
」
の
資
料
で
あ
れ
ば
、
簡

　
易
閲
覧
と
し
て
当
日
に
利
用
で
き
ま
す
。

︻
そ
の
他
の
利
用
︼

・
資
料
の
撮
影
は
、
持
参
し
た
機
器
で
各
自
が
行
っ
て

　

く
だ
さ
い
（
写
し
の
交
付
も
で
き
ま
す
）
。

・
企
画
展
示
、
自
治
体
史
・
事
典
等
の
書
籍
は
、
審
査

　

な
し
で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
資
料
の
保
護
の
た
め
、
館
内
で
の
飲
食
、
鉛
筆
以
外

　

の
筆
記
用
具
の
使
用
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。




